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●
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●
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●
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京
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新
庁
舎
）

●
ト
ピ
ッ
ク
ス
／
歴
史
の
あ
る
風
景

近
畿
イ
ン
フ
ラ
D
X
推
進
セ
ン
タ
ー 

オ
ー
プ
ン

15911152325

vol.

38
関西の土木・建築



発
行
：

編
集
：
広
報
委
員
会
　
〒
540-0031　

大
阪
市
中
央
区
北
浜
東
1-30　

大
阪
建
設
会
館
内
　
TEL.06（

6941）3658　
  

制
作
：
株
式
会
社
 広
済
堂
ネ
ク
ス
ト
 　
令
和
3
年
11
月
1
日
（
年
1
回
発
行
）

38

関
西
の
土
木
・
建
築

夕
映
え
の
夢
洲
が
眼
前
に
広
が
る
、

大
阪
港
の
絶
景
ス
ポ
ッ
ト
　

～
ダ
イ
ヤ
モ
ン
ド
ポ
イ
ン
ト
～

大
阪
メ
ト
ロ
中
央
線
と
並
走
す
る
中
央
大
通
り
は
、
朝
潮
橋
で
み
な
と
通
り
と
合
流
す
る
。

阪
神
高
速
天
保
山
ジ
ャ
ン
ク
シ
ョ
ン
を
過
ぎ
れ
ば
、

昭
和
初
期
に
横
浜
・
神
戸
と
並
ぶ
日
本
三
大
港
と
し
て
賑
わ
っ
た
大
阪
港
が
姿
を
現
す
。

そ
の
さ
ら
に
先
、
西
の
突
端
に
あ
る
中
央
突
堤
は
、
大
阪
港
咲
洲
ト
ン
ネ
ル
の
東
口
の
真
上
に
あ
た
る
。

臨
港
緑
地
が
整
備
さ
れ
た
中
央
突
堤
周
辺
は
散
歩
道
と
な
っ
て
お
り
、

天
保
山
公
園
や
海
遊
館
も
徒
歩
圏
に
あ
る
。

突
堤
か
ら
見
え
る
夕
陽
や
夜
景
の
美
し
さ
か
ら
「
ダ
イ
ヤ
モ
ン
ド
ポ
イ
ン
ト
」
と
呼
ば
れ
、

夕
暮
れ
時
に
は
多
く
の
人
々
が
訪
れ
る
地
元
で
は
有
名
な
撮
影
ス
ポ
ッ
ト
だ
。

大
阪
港
に
夕
陽
が
沈
む
頃
、
真
西
に
紅
く
映
え
る
夢
洲
で
は
、

2
0
2
5
年
に
大
阪
・
関
西
万
博
が
開
催
さ
れ
る
。

中
央
突
堤
か
ら
見
え
る
コ
ン
テ
ナ
ヤ
ー
ド
は
、
万
博
会
場
と
は
反
対
の
東
側
に
あ
り
、

貨
物
ク
レ
ー
ン
が
特
徴
的
。

夢
洲
周
辺
で
は
す
で
に
万
博
会
場
の
造
成
工
事
が
始
ま
っ
て
お
り
、

来
場
客
輸
送
の
要
と
な
る
鉄
道
（
コ
ス
モ
ス
ク
エ
ア
〜
夢
洲
間
）
の
工
事
も
ス
タ
ー
ト
し
た
。

い
ま
夢
洲
の
新
た
な
歴
史
が
、
大
き
く
動
き
出
そ
う
と
し
て
い
る
。
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